
●１９７４年１２月生まれ
●港区東麻布で生まれ育ち、旧区立飯倉幼稚園、飯倉小学校卒業
●青山学院中等部入学、高校３年時に港区の「新南ロータリークラブ」から交換留学生として、
　オーストラリアの公立高校に１年留学
●青山学院大学国際政治経済学部、国際政治学科卒業（現代ロシア論、袴田茂樹ゼミ）
●産経新聞の記者として７年、主に社会部で事件、行政取材を担当
●現在、西麻布で４歳の女の子（幼稚園年少組）の育児中。現場のママの声を集め、
　行政に提言する「港区ママの会」主宰
●２０１１年４月、港区議会議員選挙で５位初当選

●「みなと政策クラブ」（民主党と「オンブズマンみなと」でつくる会派）副幹事長

●「区民文教常任委員会」（産業振興、環境、教育政策など）副委員長

●「まちづくり・子育て等対策特別委員会」（田町駅再開発、子育て問題など）委員

港区議会議員

清家あい
港区政レポート
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こんにちは。毎日寒い日が続きますが、みなさま、お元気でいらっしゃいますか？

4月の港区議会議員選挙で初当選させていただき、8か月が経ちました。みなさまに託していただいた

期待の重み、忘れることなく、全身全霊で区政の仕事に取り組んでいます。

政治の世界に入り、さまざまな古い慣習や不条理の壁にぶつかり、また子育てしながら働くことの大変

さも痛感する毎日ですが、何のしがらみもない新人議員だからこそ、そして育児中のママだからこそ、

わかること、できることがたくさんある、と実感する日々でもあります。

また、いま私が取り組んでいる「女性が仕事と子育てを両立できる社会」の実現をはじめとする、多くの

取り組みが、この国の閉塞感を打破し、日本再生の道につながることを信じて、まだまだ道半ばですが、

妥協することなくまっすぐ進んでいこうと思っています。今後とも、みなさまのご指導ご鞭撻のほど、どうぞ

よろしくお願いいたします。2012年がみなさまにとって素晴らしい1年となりますように。

区議会での役職
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討議資料

清家あい 「区政報告会」 を2月上旬に開催する予定です。ご興味のある方は下記にぜひご連絡ください。
また、ブログ 「AI’s eye」 や facebook でほぼ毎日、活動報告、区政情報、子育て情報、プライベートな話などを更新しています。
ネット上で区民の方とさまざまな意見交換、議論もさせていただいています。あなたの意見を区政に反映させるために、
一緒によりよい港区をつくるために、ぜひ、参加してみてください♪

港区と協定を結んでいる福島県いわき市に、6月、会派で視察に行き、市役所や避難所、
津波にさらわれた町に戻ってきた方々のお話を伺ってきました。30年以内に首都直下型地震
が発生する確率は70％。災害時に地域の防災拠点となるのは町会・自治会です。地域の総合
防災訓練や、消防庁や都庁の防災勉強会にも参加し、港区の防災対策に日々取り組んで
います。特別決算委員会でも区職員の約1割しか区内に居住していない点を指摘、初動態勢
のあり方の再検討を促しました。脱原発の世論が高まる中、10月には自然エネルギーの
可能性について考察するため、注目されている高知県梼原町なども視察してきました。

「みなと森と水サミット」に参加している
高知県中土佐町を視察（2011年10月）

防災・自然エネルギー1

子どもたちに授業2

地域の要望にも奔走しています！4
●区立幼稚園３年保育化拡大と、現在の幼稚園入園をめぐる
問題について 
●待機児童解消に向けた抜本的対策について 
●学童クラブの待機児童発生の可能性について、質の向上
について 
●子育て関連施設で起きた不法行為とその情報提供について 
●放射能対策について 
●田町駅東口再開発の「文化芸術ホール」建設について

議会での質問内容5

超党派で「新人議員勉強会」を週１回開催中（議会閉会中）。
４月の選挙で、議員３４人中１０人が新人となりました。財政、
再開発、高齢者福祉など、テーマごとに担当課長を講師に
招き、自由闊達な議論を
行っています。みなで問題
意識を共有し、さまざまな
問題に取り組んでいきた
いと思っています。（写真）

新人議員勉強会を開催中3
中学生に将来の仕事や社会参加に対する意識をもってもらう
ため、東京青年会議所が行っている「プロアクティブ・キャリア・
デザイン」事業に7月に参加。区立三田中で、区議会議員の
仕事について授業を行い
ました。（写真） 8月には民間
の学童スクールで、小学
生に「新聞記者が教える
作文教室」もボランティア
で行ってきました。

清家あい事務所 〒106-0031 港区西麻布4-11-28 麻布エンパイアマンション401
TEL： 03-6805-1039　FAX： 03-6805-1019　E-mail： ai@seikeai.jp

お 知 ら せ

連 絡 先

２０１２年 新春号

Profile プロフィール

《詳しい質問と答弁については、港区議会HPをご覧ください》
http://www.gikai.city.minato.tokyo.jp/main/index.html

交通標識をつけてほしい、ワクチン助成を拡大してほしい、などな
ど、地域のみなさんからいただいたさまざまな要望に応えるため、
全力で駆け回っています。
町会活動やお祭り、ママ
の集まりなどにもできるだ
け参加して、みなさんの
区政に対する要望を伺
いたいと思っています。
お気軽にご連絡ください
ませ。

ホームページ
ブ　ロ　グ

www.seikeai.jp
「AI’s eye」（ameblo.jp/aizeye）、facebook、twitter もほぼ毎日更新中！

東麻布商店会の交通標識を改善



　港区の保育施設の需要はこの５年で１,５００人以上増えました。平成１8年度から6年間で、約1,500人分の定員を
増やしましたが、待機児童は今年１１月現在で２１９人。区では、平成２４年中に暫定保育室を含め定員を約６0０人拡
大、さらに２５年度～２７年度までに認可保育園の定員を約40０人拡大する予定です。25年度以降、暫定保育室の期
限がきて順次閉鎖されていくと、全体の定員は減少することになりますが、状況に応じて延長を強く求めていきます。

　待機児童問題が解消されない理由として、保育園と幼稚園の縦割り行政の弊害で、育児中の世帯ニーズを正確に
把握せずに、対症療法的な計画をバラバラに立てていること、子育て世代の意見が計画に反映されていないことなど
を指摘、強く改善を求めています。

放射能対策
　福島第一原発事故による放射能汚染から子どもたちを守るため、幼稚
園児のママ議員として、当選直後から全力でこの問題に取り組みました。
同じ子育て中のママたちから100件以上の陳情を受け、最初は頑なな
姿勢をとっていた港区に対し団結して働きかけ、さまざまな対策を実現さ
せました。

1 子育て環境の改善

2） 保育園の待機児童問題
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田町駅東口再開発の「文化芸術ホール」建設の現行計画中止2

●「子どもたちの安全対策に関する請願（ゼロ放射能宣言）」採択（6月議会）
●保育園や幼稚園、公園、プールなどでの放射線量測定を開始
●給食・牛乳の産地公開、放射能測定を開始
●放射能に関する区民向け「勉強会」の開催
●植え込みや雨どいなど、放射線量測定場所の拡大
●区独自の除染実施ガイドラインの策定
●区民向けガイガーカウンターの貸し出しを開始
●区独自のモニタリングポスト2カ所設置予定（24年度～）　など

「港区ママの会」の活動
●７月、「放射線被爆の健康影響」について、慈恵医大の小児科医、浦島充佳
先生の講演会など勉強会を2回開催。計約200人の方にご来場いただき
ました。放射能に対する正しい知識と考え方、安心のために区政がとるべき
施策などについて学びました。（写真）
●有志のママたちと六本木周辺の公園などの放射線量を測定しました。
　（２０１１年１１月）

　選挙公約にも掲げた港区の無駄なハコモノづくりの中止。9月議会の一般質問
で、約350億円の巨額予算が見込まれる「田町駅東口の複合施設建設」のうち、
「文化芸術ホール」の抜本的見直しを求め、実現させました。区の税収が約100億
円の減収となり、高齢者福祉、育児支援など行政需要は膨らむ一方という中で、
この先どれだけ赤字を抱えるかわからない「文化芸術センター」建設は緊急性のない
事業として、見直しを訴えました。区は、11月に現行計画中止を発表。スポーツセンター
や総合支所については来年度から工事に着工、25年度の完成を目指しています。
「文化芸術ホール」部分については今後の検討課題となります。

2011年5～12月で実現したこと2011年5～12月で実現したこと2011年5～12月で実現したこと清家あい 議員活動報告

１） 区立幼稚園の３年保育化拡大
　港区では高層マンションの急増などの影響で、0～4
歳の幼少人口が平成18年頃から爆発的に増え続け、
10年前に比べ4,200人以上（約1.7倍）増えました
（グラフ参照）。保育園も幼稚園もニーズに追いつかない
状況が続いています。
　
　核家族化が進み、多くの保護者が３歳児からの（3年
保育）幼稚園を求めていますが、区立の３年保育が
足りないため、抽選漏れが毎年１００人以上。そのため、
私立幼稚園受験（３年保育）が激化し、友達がみな
幼稚園や保育園に入園する中、ひとり行き場のない
「幼稚園浪人」といわれる問題が生じています。
　
　９月議会ではこの問題を一番に取り上げ、区の姿勢を厳しく追及
しました。また、幼稚園ママたちが「区立幼稚園の３年保育化拡大
を求める請願」を、８００人以上の署名とともに提出し、採択されま
した。しかし、区はほとんどこれに応えられず、今年度も１６2人の３
歳児が区立幼稚園の抽選に漏れました。

　区は来年度、さらなる３保化拡大に向けての努力を約束すると
ともに、幼稚園の新設が難しいことから、幼稚園に代わる事業や、
学童教室などを利用した３歳児向けプログラムの充実などを検討
しています。 9月議会で一般質問に初登壇今後は、国に対して、市場に出回る食品の全品検査を求めて活動していきます。

そもそも区民のためにあるはずの「幼稚園行政」が、私立幼稚園代表者と区の密室協議（公私立幼稚園連絡協
議会）ですべて決められていて、区民の意見が反映されない制度そのものに問題があると指摘し、改善を求め
ています。

国で進めている「子ども・子育て新システム」の動向も踏まえながら、保護者ニーズを的確
にとらえ、乳幼児教育環境の飛躍的改善に向けた港区版「子育て支援計画」を構築したい、
というのが、わたしの次なる目標です。

中止の決断は評価していますが、設計見直しなどの損失も大きく、今後の動向を注視していきたいと思います。
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「AERA」で放射能問題に関する対談を行いました。
（別紙参照 2011年10月17日号）

blog

港区の幼稚園、保育園の詳しい情報については、わたしのブログ 「AI’s eye」 をご覧になってください。ご相談もお気軽にどうぞ。

田町駅東口の複合施設イメージ図。
左から「文化芸術ホール」「総合支所」
「スポーツセンター」が計画されていました。

　港区の税収は「2割の高額納税者が8割の負
担をしている」といわれる構造でしたが、課税標準
額が700万円を超える高額納税者には外国人が
多く含まれていて、外国人の課税額の平均は103

万円、日本人の平均は34万円！ そして、港区の外国人は震災後半年で約900人、
4.2％の減少となっています。

  高齢者人口は増え続け、港区の高齢化率はこの先5年で17％台から19％台へ
と急カーブを描く予測となっていますが、年間３００人以上にのぼる待機者がいる
特別養護老人ホームについては、新たな施設増設計画は見えてきません。扶助
費は２２年度３７億円増となり、若い世代の生活保護受給も目立ってきています。
  こうした中、港区後期基本計画（平成24～26年度）素案では、財政フレームを
約３７５億円圧縮しました。
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「港区次世代育成支援対策行動計画」より引用

年少人口（港区）
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